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１．はじめに

（1）情報活用能力育成に向けての社会背景

平成29 年に告示された学習指導要領では，情報活用能力が「学習の基盤となる資質・能力」（文

部科学省　2017) ［1］として挙げられている．また，文部科学省は, 2013 年から2014 年にかけて小

学校第５学年と中学校第２学年を対象に情報活用能力を測定する調査（情報活用能力調査）を行い，

翌年に結果を公表している．これによると小学校では，「複数のウェブページから目的に応じて，特

定の情報を見つけ出すこと」「情報を整理・解釈すること」「受け手の状況に応じて情報発信するこ

と」，中学校では小学校に加え「複数のウェブページの情報を整理・解釈すること」に課題があると

示されている（文部科学省2015) ［21.

近年，堀田ほかが開発した「私だちと情報５，６年」（2010 ）［3］や木村ほかが開発した「情報学習

支援ツール」(2016卜41，京都教育大学附属桃山小学校が情報活用能力を育成する教科として開発し

た「メディア・コミュニケーション科」の教科用図書(2018) ［5］のように，これらの課題を解決す

ることに効果があると考えられる教材が作成されている．

（2）情報活用スキルを高めるための学校放送番組

日本放送協会（ＮＨＫ）では，児童・生徒の情報活用スキルを高めるための学校放送番組として「し

まった！～情報活用スキルアップ～」［全 ］.0話）（以下，番組「しまった！」）を制作・放送し，さ

らにウェブページで配信を行っている．堀川ほか(2016) ［6］は，本番組を小学校６年生の総合的な

学習の時間で視聴し，登場人物の失敗を，どのように改善すれば良いかを考えさせる実践を行って

いる．また，木村ほか(2016) ［7］は，児童が本番組を視聴して発見した事柄を数値化して分析し，

本番組の視聴と情報活用スキルの理解の深まりについて検討している．

これらの検討の結果，本番組が情報活用スキルについての理解を深めることに効果的であること

が示された．しかし，「（視聴した後の学習活動として）話し合いの活動を設定することについての

効果は今後丁寧に分析が必要であると考えられる」（木村ほか2016) とされており，番組視聴と連

携したその後の授業展開の難しさが課題として示されている．また，番組を視聴することで情報活

用スキルを理解することはできるものの，児童・生徒が実際に情報活用スキルを発揮する活動場面

がないため，理解したスキルを実際に活用できるようになるまで習得することはできないと考えら
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れる．

そこで，本研究では，児童・生徒が本番組を視聴し晴報活用スキルを理解した後に，更に理解度

を高め習得することができるワークシート型演習教材を開発することにした．ワークシート型演習

教材の開発にあたっては，ポイントの内容や提示順を番組と連携させ，番組視聴後の授業展開が明

確になるようにした．

２。目的

本研究ではＮＨＫ 学校放送番組「しまった！～情報活用スキルアップ～」と連携したワークシー

ト型演習教材を開発する．また，児童・生徒が情報活用スキルに対する理解度を高め，スキルの効

果的な習得を目指した本教材の効果を検証する．

３　 ワ ー ク シ ー ト型 演 習 教 材 の 開 発

（１）ＮＨＫ放送番組「しまった！情報活用スキルアップ」について

ＮＨＫ 学校放送番組「しまった!～情報活用スキルアップ～」は，小学校4 ～6 年生・中学生向け

の番組で，総合的な学習の時間や社会科，理科，国語科など，調べ学習や協働学習，コミュニケー

ションを扱う授業で役に立つスキルが ］.0分間でわかることを目的に作成された番組である（ＮＨＫ

for School Web サイト　2016) ［81.

表 ］.は, NHK 放送番組「しまった！～情報活用スキルアップ～」の放送回のテーマ・ポイントと

それを基に作成したワークシート型演習教材について整理した表である．本番組は，全 ］.0回で構

成されており，大きなまとまりとして「調べる」が３回，「まとめる」が３回，「伝える」が４回の

構成となっている．１話の構成は，番組の初めにテーマとなる情報活用スキルが１つ挙げられる．

そして，番組前半で情報活用スキルについての失敗例が取り上げられ，後半でできるようになるた

めのポイントが３点示されている．番組で示されているポイントとは，それぞれの放送回でテーマ

として挙げられている情報活用スキルを理解するために重要であると考えられる行動を端的にまと

めたものである［表 ］.）.本研究では，これらのポイントと連携したワークシート型演習教材を開発

した．開発したワークシート型演習教材には，番組の視聴後に児童・生徒が情報活用スキルの理解

度を高め，習得することにつながるような問題を設定することにした．

（2 ）放送番組と連携したワークシート型演習教材の開発

ワークシート型演習教材の開発にあたっては，情報活用能力の育成についての有識者である研究

者１名と日本放送協会で本番組の制作にあたった２名，小学校現場で情報活用能力について実践を

行ってきた実践者１名の計４名で検討会議を設置し開発にあたった．

開発は以下の手順で行った．
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表１　放送回のテーマ・ポイントとワークシート型演習教材
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調べる

インタビュー

･役割分担を決める。

･メモはキーワードで書く。

･質問を準備しておく

インタビ ューのメモを取ろう。
NHK for School の「しまっ た！」のWeb ペ ージ に 掲

載され てい る，クリップ 動 画を視 聴してメモを取る。

２
調べる

写真撮影

･撮影には許 可をととる。

･アップとルーズを使い分ける。

.懾刪十ろ拉澣か頑侫 で貼ろ

友 達の筆 箱を 紹 介しよう。
友 達 の筆 箱をデジ タルカメラや タブレットPC で撮

影し, 他 の友 達 に紹 介 する。

３

調べる

インターネット検

索

･キーワードか用音I で齟み今わ廿ろ ①台 風 のでき方 につ いて 説明 す るため

に調 べよう。

② 情報 の信 頼 度を見 極 めよう。

① 台 風の でき方 につい て調 べるため に 検索 す る

際 のキーワードを 考えるとともに インター ネットで

検 索 する。

② 記 事を読 み, 信頼 できない ポイントを探 す 。

･見出しと説明文で絞り込む。

･信頼度が高い情報を探す。

４
まとめる

情報を整理する

･キーワードで情報を書く。

･ふせんに書く情報は1枚にに だけ ふせ んを整 理し, グル ープ を作ろう。
ふ せ んに書 か れた道 具を 分類し, グル ープを作

る。
・ふ廿んの中からグループか|］つけ出十

５
まとめる

考えを整理 する

'何かと比べて理由を考える。

'理由を具体的に説明 丱る｢根拠|を考える。

･理巾丱拱机は複眥まぐ

コンビ ニエンスストアが便利 な理 由 と根

拠を整 理しよう。

コンビニ エンスストアが便 利 な理 由と根 拠をフィッ

シュホーン図を 使って 整理 する。

６
まとめる

表とグラフで表

lりすろ

･タイトルや単位などの情報を記入する
表とグラフを見 て「しまった ！」を見 つけ

よう。

表を 基に 作ら れたグラフの誤りや, 抜け てい る部

分を 探 す。
･数値を間違えないように確認する。

･擺か伝身かいのかか并身でグラフ削 巽ぶ

７
伝える

話す力を高める

・目線を聞き于に向けて話す。
．｢間｣を意識して話す。

･沾論から話す

スピ ーチ 原 稿 にスピ ーチ 記 号をつ けよ

フ。

スピ ー チ原 稿 にスピ ー チ 記 号を つけ, 練 習をす

る。

８

伝える

プレゼンテー

ションを作る

'文字は少なくキーワードで書く。

'写真やグラフは絞り込む。

･貘り返し練習すろ

伝 わりや すいスライドに直 そう。
プレ ゼンテーションのスライドを伝 えたいことが伝

わりや す いスライドに 直す 。

９
伝える

新闘づくり

･大事な記事から大きく･順番に並べる。

･記事の要約をけじめに書く。

・り出目ま炬く品扮によく浙身でつけろ

運 動会 につい ての 新 聞記 事を 書こう。 例文を 要約し, 見 出しをつ ける。

10

伝える

よりわかりやす

く・具体的に

･相手が絵や写首の七うに県い浮かべられる
我 が家のカレ ー につい て 具体 的 に伝え

よう。

我 が家 のカレ ーにつ いて, 具 体的 に伝 えることを

意 識して, 原 稿を 書く。
･5VV1H を交えて話糺

･相手が闘きたいことが何かを考える。

］.）児童・生徒の情報活用スキルを高めるための授業方法，教材の検討

2）フーグシート型演習教材の原案の作成と検討

3）フーグシート型演習教材の開発と検討

］.）では，児童・生徒の情報活用スキルを高めるために，どのような授業方法，教材が必要である

かが議論された．議論の結果，番組を視聴するだけでは，情報活用スキルの理解度を高め習得する

ことが難しいことや先行研究で示された視聴後の授業展開が明確にされていないことに対する課題

を解決するために，番組視聴後に容易に取り組むことができるフーグシート型演習教材を開発する

ことが決まった.

2）では，実践者が，本番組を活用して授業を行っていたことから，番組で示されているポイント

と連携するフーグシート型演習教材の原案を作成した．フーグシート型演習教材の原案を作成する

際は，放送回のテーマに合わせた問題案を3 ～5 案作成し，検討会議で1 ～2 つに絞り込んだ.

3）では，児童・生徒が取り組むフーグシートの開発を行った．ここでも，実践者が事前にフーグ

シート型演習教材の案を作成し，それを基に検討した．検討する際は，作成したワークシート型演

習教材が情報活用スキルを習得することができる問題になっているか，放送番組との連携が図られ

ているかに重点を置き，検討を行った．

４。開発されたワークシート型演習教材

「調べる」のフーグシート型演習教材では，「番組の一場面を教材としてメモを耿る」問題，

「デジタルカメラやタブレットＰＣで写真を撮影して紹介する」問題，「インターネットで検索し
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図 ３　「考えを整理する」のワークシート型

演習教材

て調べる」問題を作成した．中でも，「写真撮影」の回では，「友達の筆箱を紹介する」問題に取り

組む際に，友達の許可を得たり，紹介したいものを工夫して撮影したりする活動が盛り込まれ，番

組で紹介されている３つのポイントを経験することができる問題が完成した［図 ］.）.

また，これらのポイントについての理解度を高めるために，発展問題として筆箱を紹介し合い，

互いに評価する活動を入れることにした．第３回の「インターネット検索」の回では，要素の違う



２つのポイントが挙げられていたことから，「インターネットで検索するためのキーワードを考え，

実際に検索をする」問題と，例文を基に「情報の信憑性を考える」問題の２問を作成した（図2 ）.

「まとめる」では，「考えや情報を書いた付箋を分類する」問題，「フィッシュホーン図で情報を

整理する」問題，「表とグラフの関係を検討する」問題を作成した．中でも,第 ５回の「考えを整理

する」の回では，番組で紹介された「フィッシュホーン図を使って情報を整理する」問題を作成し

た．この問題では，整理した考えをその後の活動でうまく活用することができるように，文章にま

とめるという問題も発展問題として作成した（図3 ）.

「伝える」では，「例として挙げられたスピーチ原稿にスピーチ記号を入れ，読みの工夫をしなが

ら伝える」問題，「例として示されたプレゼンテーションのスライドをさらに，見やすく，伝わりや

すいスライドにする」問題，「例として挙げられた新聞記事を要約し，見出しをつける」問題，「我

が家のカレーについて，具体的に伝えることを意識して原稿を書く」問題を作成した．第７回の「例

として挙げられたスピーチ原稿にスピーチ記号を入れ，読みの工夫をしながら伝える」問題では，

スピーチをしている本人が，自分のスピーチがどうであったのかを判断することが難しいことから，

友達とスピーチを聞き合い評価する活動を発展問題として入れることにした（図4 ）.

５　 ワ ー ク シ ー ト型 演 習 教 材 の 評 価

（1）対象

教室で番組をいつでも視聴することができる環境にある小学校６校（7 学級：公立５学級，国立

２学級）に協力を依頼した．協力してくれた教員は７名であった．また，協力学級の内訳は，４年生

３学級（計98 名），６年生４学級（計107 名）で，全回答件数は714 件であった．

（2 ）期間

2017 年９月 ］.5日～2017 年 ］.2月22 日の期間に授業実践を実施した．

（3）方法

］.）9 月上旬に協力学級の教員と打ち合わせを行い，フーグシート型演習教材の開発の意図，本調査

の目的，授業の実践方法と調査方法を説明した．調査については，第１回から順に実施していく必

要はなく，他教科との関連や，児童の実態を基に放送回を選択して実施するように伝えた．また授

業実践を行う際の授業過程を「授業のはじめ→『しまった 冂（以下番組）の視聴→ワークシート型

演習教材→友達との交流→調査」に統一した.

2）ワークシート型演習教材，模範解答，児童用質問紙，教員用質問紙を電子データで送信した.

3）協力学級の教員は，実践授業の終了後に児童用と教員用質問紙調査を実施してもらい，電子デー

タで回収した．
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(4) 調査項目

①児童用質問紙調査

児童用質問紙調査の質問].は，１時間の学習が終わった際の理解度を].0 とし，｢授業のはじめ｣
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図 ５　児童用質問紙調査　 調査用 紙

｢番組を見た後｣｢ フーグシート型演習教材に耿

り組んだ後卜 友達と交流した後｣ で理解度を数値

化し,折れ線グラフで表すようにした.質問２は，

授業を受けてわかったこと・できたこと・思った

ことを白由記述で回答するようにした．(図5)

②教員用質問紙調査

教員用質問紙の調査項目は全９問とした．質問

].～7 は選択肢(4 件法)で回答するようにした[質

ｉ 問].,2は肯定的回答と否定的回答を逆転項目とし

た：以下▲を付記．質問６は，選択肢で回答した後に，選択した理由を自由記述で記入する欄を設

けた．：・を付記)．質問８はワークシート型演習教材の設定時間について質問した．質問９は番組・

フーグシート型演習教材についての感想について自由記述で回答するようにした．

調査項目は以下の通りとした.

1)授業の準備に時間がかかったか. ▲

2)ワークシート型演習教材の理解に時間がかかったか. ▲

3)児童は興味をもって番組を視聴していたか.

4)児童は番組を視聴したことで情報活用スキルを理解

していたか.

5)児童はワークシート型演習教材に意欲的に取り組んでいたか.

6)番組の視聴後にフーグシート型演習教材に取り組ませたことで児童の理解度は高まったか. ・

7)児童にとってワークシート型演習教材の難易度は適切だったか．

8)児童がワークシート型演習教材に取り組む時

間を何　分に設定したか．(児童がワークシー

ト型演習教材に一人で取り組む時間: 番組終了

から交流までの時間)

9)番組・ワークシート型演習教材についての感想

(自由記述)

１０

９

８

７

6
5
4
3
2
1
0

(,ａ)

授業のはじめ　　 番組を見た後　　 演習教材に　 友達と交流した後

取り組んだ後

（5 ）分析の方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図７　全放送回の理解度の変化

①児童用質問紙調査の分析

児童用質問紙調査の質問１から理解度の変化を検証するために，全放送回の授業過程ごとの平均

を算出する．そして，算出した平均を基に分散分析を行う． また，授業過程ごとの平均の差を求め
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るとともに，理解度の変化を増加・減少・同値に分類しカウントする．なお，分析の過程において

質問１の結果と質問２（自由記述）との関連を考慮する.

②教員用質問紙調査の分析

教員用質問紙調査の質問1 ～7 は，選択肢の平均を算出する．平均の算出については，最も肯定

的な回答を４点，次に肯定的な回答を３点，最も否定的な回答を ］.点，次に否定的な回答を２点と

する．質問８は，設定時間の平均を算出する．なお，分析の過程においてこれらの結果と質問９（自

由記述）の関連を考慮する．

質問6 ，9 の自由記述を分析する際は，記述を意味単位に分割し，類似した記述でまとめ，ラペル

をつけカウントする．

（6）結果

①児童用質問紙調査の結果

図７は，全放送回の授業過程ごと理解度の変化を示したグラフである．示された数値は，全児童

が記述した理解度の平均でありO ～］.0点の間で推移する．「授業けじめ」の理解度の平均は3.41 点

てあった．「番組を見た後」の平均は6.42 点てあった．「ワークシート型演習教材に取り組んだ後」

の平均は7.36 点てあった．「友達と交流した後」の平均は8.47 点てあった．

表 ２は，各条件の平均と標準偏差を示したものである．分散分析の結果，表３に示したように，

条件の効果は有意であった(F  (3,2139)=1967.81,p<0l).  LSD 法を用いた多重比較によれば，「授

業けじめ」と「番組を見た後」「ワークシート型演習教材に取り組んだ後」「友達と交流した後」の

間に有意な差があった．次に「番組を見た後」と「ワークシート型演習教材に取り組んだ後」「友達

と交流した後」の間に有意な差があった．最後に「ワークシート型演習教材に取り組んだ後」と「番

組を見た後」の間に有意な差があった．各条件の平均の大小関係は『「授業けじめ」＜「番組を見た

後」＜「ワークシート型演習教材に取り組んだ後」＜「友達と交流 した後」』であった. (MSe=1.7096,

p<05)  (表4 ）.

次に，授業過程ごとの平均の差を求め理解度の変化を増加・減少・同値に分類しカウントした.

（表5 ）

「授業けじめ」から「番組を見た後」の平均の差は3.01 点てあった．また，理解度の数値が増加

した回答は714 件中687 件，減少し九回答は ］.1件，同値であった回答は ］.6件であった．次に「番

組を見た後」から「ワークシート型演習教材に取り組んだ後」の平均の差は0.94 点てあった．また，

理解度の数値が増加した回答は481 件，減少は80 件，同値は ］.53件であった．最後に，「フーグシ

ート型演習教材に取り組んだ後」から「友達と交流した後」の平均の差は1.11 点てあった．また，

理解度の数値が増加した回答は490 件，減少は30 件，同値は ］.94件であった.

②教員用質問紙調査の結果
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表６は，教員用質問紙調査の結果である．質

問 ］.，2「授業の準備に時開かかかったか」「フー

グシート型演習教材の理解に時間がかかった」

はどちらも平均点が3.19 点であった.質問3「児

童は興味をもって番組を視聴していたか」は

3.69 点であった．質問 ４「児童は番組を視聴し

たことで情報活用スキルを理解していたか」は

3.23 点であった．質問 ５「児童はフーグシート

型演習教材に意欲的に取り組んでいたか」は

3.58 点であった．質問 ６「番組の視聴後にフー

グシート型演習教材に取り組ませたことで児童

の理解は深まったか」は3.38 点であった．また．

自由記述欄への記述は，全25 実践中 ］.4実践で

記述されており，その中でフーグシート型演習

教材を活用したことについての肯定的な記述が

］.0件，否定的な記述が５件見られた（肯定，否

定の両側面を記述している回答は，両方でカウ

ントした）．質問７「児童にとってフーグシート

型演習教材の難易度は適切だったか」は3.19 点

であった． 質問８「児童がフーグシート型演習

教材に一人で取り組む時間を何分に設定した

か」は ］L6.7分であった．質問９では，全25 実

践中 ］.5実践で記述かおり，その中でフークシー

表 ２　授業過程ごと の平均と標準偏差

授業のはじめ　番組を見た後　演習教材に　 友達と交流し
取り組んだ後　た後

平均

標準偏 差

3.41

2.26

表 ３

6.42

2.11

分散

7.36

1.93

8.47

1.60

析表

要因　　　　　　　　ss　　　　　df　　　　　MS　　　　　　F

条件　　　　10092.2493　　　　　　3　　3364.0831　　1967.81**
個人 差

残差

7647.465

3656.7507

713

2139

10.7258

1.7096

表 ４　 多重比較 の結果

左項ＶＳ右項　　　 Ａ2　　　　　Ａ3　　　　　Ａ4
１

２

３

Ａ

Ａ

Ａ

＜ く

く

く

く

く

不等号p<.5, 等号n.s.

表 ５　授業過程ご と理解度の変化

授業過程　　　　 平均の差　 増加　 減少　同値

（点）　　　　　（件）

授業はじめ→見た後　　　　　3.01　　687　　11　　16

見た後→演習教材後　　　　0.94　481　　80　153

演習教材後→交流後　　　　|.|1　　490　　30　194

表６　教員の質問紙調査の結果

質問項目
平均

(点一分)

1）授業の準備に時間がかかったか．▲ 3.19

2)演習教材の理解に時開かかかったか．▲ 3.19

3)児童は興味をもって番組を視聴していたか． 3.69

4)児童は番組を視聴したことで情報活用スキルを理解して

いたか．
3.23

5)児童は演習教材に意欲的に取り組んでいたか． 3.58

6)番組の視聴後に演習教材に取り組ませたことで児童の理

解は深まったか．◆
3.38

7)児童にとって演習教材の難易度は適切だったか． 3.19

8)児童が演習教材に一人で取り組む時間を何分に設定した

か．
16.7分

卜型演習教材についての記述が ］.5件，番組とフーグシート型演習教材の両方についての記述が ５

件で見られた．また，これらの記述を意味単位に分割し，類似した記述でまとめてラペルをつけカ

ウントしたところ，「実施方法」についての記述が６件，「児童の様子」についての記述が６件，「学

年の妥当性」についての記述が３件，「改善点」「効果」「教科との関連」についての記述がそれぞれ

］.件みられた．

（7 ）考察

①児童用質問紙調査からの考察

児童用質問紙調査の結果から，授業過程を経るごとに理解度の平均が高くなることがわかった．

このことから番組を視聴したりフーグシート型演習教材に取り組み，そのことを友達と交流したり

することで，情報活用スキルに対する理解度が高まり習得することにつながったと考えられる．

次に，平均の差を基に，授業過程ごとの理解度の差を見ると「授業のはじめ」から「番組を見た
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後」の差は3.01 点と著しく増加していた．また，「番組を見た後」から「ワークシート型演習教材

に取り組んだ後」の差は0.94 点，「フーグシート型演習に取り組んだ後」から「友達と交流した後」

の差は1.11 点と増加していたが「授業のはじめ」から「番組を見た後」ほどの高まりではなかった．

また，理解度の変化を数値ごとに増加・減少・同値に分類しカウントしたところ，「授業のはじめ」

から「番組を見た後」で増加した回答が687 件，減少・同値であった回答は27 件，「番組を見た後」

から「ワークシート型演習教材に取り組んだ後」で増加した回答が481 件，減少・同値であった回

答が233 件，「ワークシート型演習教材に取り組んだ後」から「友達と交流した後」で増加した回答

が490 件，減少・同値であった回答が224 件であった．これらの結果から「番組を見た後」から「ワ

ークシート型演習教材に取り組んだ後」，「ワークシート型演習教材に取り組んだ後」から「友達と

交流した後」では，「授業のはじめ」から「番組を見た後」に比べ理解度の数値が増加した件数が少

なく，減少・同値の件数が多いことがわかった．そこで，これらについての原因を探るため関連す

る自由記述の回答を参照した．

まず，理解度の数値が増加した児童の自由記述の回答を参照すると「演習教材を体験してみて，

これで自分は（テーマとなった情報活用スキルが）できると思った」「演習教材をしたらインタビュ

ーのコツをつかめた」「演習教材をやった後は情報の整理が上手くできた」などの回答が見られた．

このことから，理解度の数値が増加した児童はワークシート型演習教材に取り組むことで情報活用

スキルを習得することができたのではないかと考えられる．

次に，理解度の数値が減少・同値であった児童の自由記述の回答を参照した．まず，「フーグシー

ト型演習教材に取り組んだ後」に理解度の数値が減少・同値であった児童は「番組を見てわかった

がワークシート型演習教材に取り組むとうまくできなかったので下がった」「わかっていると思っ

ていたけれど，ワークシート型演習教材が難しかった」などの記述が多かった．このことから，番

組を見たことで情報活用スキルに対して理解することができたと思っていた児童が，フーグシート

型演習教材に取り組むとできないことかおり，習得することができていなかったということに気付

いたのではないかと考えられる． また，「友達と交流した後」に理解度の数値が減少・同値であっ

た児童は「友達の考えを聞き，自分のできていない点に気付いた」「友達からできていない点をアド

バイスしてもらい（テーマに挙げられた情報活用スキルが）できるようになった」などの記述が多

く，ワークシート型演習教材で取り組んだことを交流したことで，番組を視聴するだけでは自覚で

きていなかった成果や課題に気付くことができたと考えられる．このことから，ワークシート型演

習教材に取り組み，取り組んだことを基に友達と交流することが，児童の情報活用スキルに対する

理解を深め，これらの力を習得する上で効果的であるということが明らかになったと考えられる.

②教員用質問紙調査からの考察

教員用質問紙調査の結果，質問1 ～7 の質問項目の平均が ３点以上であった．このことから，本

番組とワークシート型演習教材に対する教員の肯定的な回答が多いことがわかった．

質問 ］.,2の「授業の準備，フーグシート型演習教材の理解に時間がかかったか」の平均が3.19 点

てあったこのことから，ワークシート型演習教材を活用して授業を行う際，事前の準備や情報活用
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スキルについての内容理解にあまり時間がかからないことがわかった．

質問3,4 の「番組の視聴について」の結果から，どちらの平均も高く，児童が興味深く番組を視

聴し，情報活用スキルを理解していたと教員が感じていたことがわかった．

質問5,6 の「ワークシート型演習教材について」の結果から，どちらの平均も高く，児童がワー

クシート型演習問題に意欲的に取り組み，情報活用スキルに対する理解を深めていたと教員が感じ

ていたことがわかった．また，質問６の自由記述では，フーグシート型演習教材に対する肯定的な

記述が ］.0件見られた．肯定的な記述には「体験することで知識と技能が結びついた」「体験，交流

することで新しい気付きが生まれていた」「（情報活用スキルに対する）理解が深まった」などが見

られ，児童がワークシート型演習教材に取り組むことで情報活用スキルに対する理解を深め習得す

ることにつながると感じていたことがわかった．

質問７の結果から，他の質問と比較すると平均がやや低かった．このことについて教員用質問紙

調査の質問７で否定的な回答をした教員の質問９（自由記述）を見ると「（第３回の）検索に慣れて

いない児童がいたため，文字入力が大変難しかった」「［第 ］.0回の）番組の内容よりフーグシート型

演習教材が難しかった」といった児童にとってフーグシート型演習教材が難解であったという記述

が４年生を担任する教員に見られた．また，反対に「（第１回の）ワークシート型演習教材の内容は

もう少し下の学年に向いている」「（第１回の）児童にとっては易しい問題であった」といった児童

にとってフーグシート型演習教材が容易であったという記述が ６年生を担任する教員に見られた．

これらのことから，開発したフーグシート型演習教材の多くは，４年生でも６年生でも同じように

取り組むことができるが，放送回によっては難解なものと容易なものかおることがわかった．

質問８の結果から，児童がワークシート型演習教材に一人で取り組む時間を平均 ］L6.7分に設定

していたことがわかった．１話の番組の視聴時間が ］.0分であることから，番組視聴とワークシー

ト型演習教材を一人で取り組む時間が26.7 分となり，その他の導入や交流，まとめに ］.5分以上の

時間を確保できることがわかった．このことから授業でワークシート型演習教材に取り組む際は，

一人でワークシート型演習教材に取り組む時間を ］.5分程度に設定することが適切であり，それ以

上の時間がかかりそうなフーグシート型演習教材は児童の実態に即していないため，実施を控える

か，その他の支援を事前に用意して実施する必要があると考えられる．

質問 ９ の結果から，「実施方法」については「教科学習と結びつけることでより効果が高まる」

「ワークシート型演習教材をした後に交流することで理解が深まった」などの記述が見られた．ま

た，「児童の様子」については，「どのような新聞記事を書けばよいかを深く考える姿が見られた」

「ワークシート型演習教材をすることで理解が深まる姿が見られた」などの記述が見られた．これ

らの記述から，教員は，ワークシート型演習教材を児童に取り組ませることで，情報活用スキルに

対する理解を深め，習得することにつながると感じているということがわかった．また，自由記述

に「教科との関連」についての記述があった．情報活用スキルは，様々な教科学習の中で発揮され

ることで児童が主体的・対話的に学習を進めることにつながると考えられる．自由記述では「（国語

科の学習で）アップとルーズで撮った写真で伝える学習をする際に番組を視聴したことで，教科学
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習の学びが深まった」という記述があった．このように，本番組・ワークシート型演習教材・教科

学習を結びつけて実践を行うことにより，児童の情報活用スキルに対する理解度を一層高め，これ

らの力を習得することにつながると考えられる．

６　 ワ ー ク シ ー ト型 演 習 教 材 の 効 果

本研究では，児童・生徒の情報活用スキルの育成をめざし, NHK 学校放送番組「しまった！～情

報活用スキルアップ～」を視聴した後に取り組むワークシート型演習教材を開発した．今回の開発

では，番組と連携した教材を作成したことから，番組視聴後の授業展開が適切かつ迅速になった．

また，ワークシート型演習教材は，児童・生徒が番組でテーマとされている情報活用スキルを体験

する構成となっているため，本教材に取り組むことが情報活用スキルを習得する上で効果的である

ことがわかった．このことは，児童に対する調査結果から，授業過程を経るごとに情報活用スキル

に対する理解度が高まったことや，ワークシート型演習教材に取り組んだり，取り組んだことを基

に友達と交流したりしたことによって，児童が自らの情報活用スキルの習得を実感したり，習得に

向けての成果や課題に気付いたりしたことからも伺える．

本教材に対し,教員がどのような印象や効果を感じたかについては,教員に対する調査結果から，

ワークシート型演習教材を活用する際の準備や理解にあまり時間がかからず，容易に取り組むこと

ができる教材であると感じていたことがわかった．また，児童が番組を視聴したことに対する質問

（質問3,4) から，児童が興味をもって番組を視聴していたと感じている教員が多かった．このこと

から本番組を視聴することが情報活用スキルを理解する上で効果的であると言える．さらに，児童

がワークシート型演習教材に取り組んだことに対する質問（質問5,6) から，児童が意欲的にワーク

シート型演習教材に取り組んでいたことがわかり，教員は，児童がワークシート型演習教材に取り

組んだり，取り組んだことを基に友達と交流したりすることで，情報活用スキルに対する理解を深

め習得することにつながると感じていることがわかった．

これらのことから本番組を視聴した後に，ワークシート型演習教材に取り組むことが，児童の情

報活用スキルに対する理解度を高め，これらの力の習得する上で効果的であるということが明らか

になった．
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